





























性細胞数は、虚血群の術後 2 週で有意に減少し(pく0.05)、 4~周から 12 週では sham 群
と有意差がなかった。 MBPは、虚血群の術後4週から 12週まで有意に減少していた
(Pく0.05)。一方、認知機能は、虚血群の術後2週から 12週まで有意に低下(pく0.01)し
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は術後 4週から 12週まで有意に減少した。一方、認知機能はミエリンと同様に4週から 12週まで有意
に低下した。
以上より、認知機能障害に関与する組織学的変化はj郎通であることが示唆され、慢性脳虚血による
認知機能障害の回復には OLGの回復ではなく、再髄中古化が重要な因子の一つであると考えられた。
本務査委員会では、申誇者の上記説明に対して種々の質疑応答を行うとともに論文の改良点、を指摘
した。その後、木研究が厳密な手法で行われ、結果の解釈も妥当であり、慢性)j日虚血におけるオリゴデ
ンドロサイト前駆細胞、オリゴデンドロサイトの経時的変化及び脱髄と認知機能障害の関連に関して新
知見を与えていると評価した。従って、本研究論文は学{立を授与するに値するもの~*IJ定した。
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